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１ 始業前に，緊急情報①が発信された場合 

(1) 登校前の児童生徒は，「自宅待機」とする。 

(2) 登校中またはすでに登校している児童生徒は，「別紙３」の行動例を参 

考に対応する。  

(3) その後の緊急情報に応じて，次のようにする。 

ア 「緊急情報Ａ」が発信された場合，「臨時休業」とする。 

イ 「緊急情報Ｂ」が発信されたら，１時間後（※１）を目途に「登校開 

始」とする。（※２） 

ウ 「緊急情報Ｃ」が発信されたら，その時点で「登校」する。（※２） 

 

２  始業後に，緊急情報①が発信された場合 

(1) 「別紙３」の行動例を参考に対応する。 

 

３  下校中に，緊急情報①が発信された場合 

(1) 「別紙３」の行動例を参考に対応する。  

 

※１ 「登校開始」の時間については，バスや電車の運行状況等の実情に応

じて校長が設定する。 

※２ 「緊急情報Ｂ」及び「緊急情報Ｃ」の発信後，バスや電車の運行状況

等により児童生徒の通学に支障が出ると校長が判断したときは，「臨時

休業」とする。 

   「臨時休業」とした場合は，学校教育課教職員管理グループまで電話

で報告する。 

 

 

別紙２ 「北朝鮮から発射された弾道ミサイルが日本に飛来する可能性が 

ある場合におけるＪアラートによる情報伝達の流れ」 

 

別紙３ 「弾道ミサイルが落下する可能性がある場合にとるべき行動例に 

ついて」 

 

 ※ スクールバスについては，運行中に緊急情報①が発信された場合，最寄

りの安全な場所（学校やバス停等）にバスを停止し，車内で姿勢を低くし

て，安全が確認できるまで待機させます。 

別紙１ 


